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論　　文　　の　　要　　旨
　本論文はスパッタ式重イオン源の開発を第一部としラそれを用いて行った重イオン核融合反応の
研究を第二部としている。
　重イオン源について著者が行った開発で，従来の型式のものと異なる点はヨ（1）セシウムのイオン
化のための電極としてヨ従来のものにみられる多孔質タングステンを用いず、白金平板を便うこと
によって，セシウム導入部の構造を簡単にし，メンテナンスを容易にしたことヨ（2）酸素および弗素
のイオンを生成するに当って，イオン源内に気体を導入することなく、Si○。およびCaF。といった固
体をスパッター固ターゲットとして用いたことである。
　特にこの第二番目の点についてはヲ従来，このような気相を主とする物質のイオンの生成にあたっ
て金属チタン1ターゲットの上に気体を吹きつけヨこれをセシウムイオンでたたいたものであるが、
スパッタ式イオン源をタンデム1バンデグラーフ加速器と組合せて便用する場合に高真空への要請
が非常に高いことを考えれば，著者の得た成果は特筆に値する。実際に加速器によって加速してみ
て，このイオン源で生成したイオンによるビームは極めて安定でありラデュオプラズマトロン型イ
オン源によるものにくらべて、加速器の運転が格段に容易になった。
　著者は次いでこのようにして得られた酸素イオンをアルミニュームに照射しヨまた弗素イオンを
マグネシウムに照射してヨ重イオン核融合反応の研究を行った。
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　重い原子核同志が衝突して融合する確率すなわち核融合反応の断面積の測定はここ数年来行われ
てきたがヨ2つの原子核の組合せの選び方に系統性がなかったためにラ測定結果の解釈として，（1）
断面積は入射核および標的核の原子番号や質量数に依存するというものと。（2）複合核の性質に依存
するというヨ全く相反する考え方が併存していた。
　著者は核融合のあとの蒸発残留核の検出を気体電離箱と半導体検出器の組合せによって行いラ複
雑な残留核種の弁別を見事になし遂げ，ターゲットの不純物の混入などに特別な注意を払って測定
を行った。
　本研究の特長は同じ複合核43Scを作るラ異なる入射核および標的核の組合せの2つの系160＋27A1
と19F＋2遂Mgを用いラ複合核43Scの励起エネルギーにして58，2，63．5，69．5MeVの3点について断
面積と核融合反応蒸発残留核のZ（原子番号）分布を測定した点にある。結果は次に述べるように
なった。
　断面積については、部分波角運動量上限値によって整理すると，2つの系での値が上記の3つの
エネルギー点でそれぞれ等しい値を得た。また核融合反応蒸発残留核のZ分布についてはヨ3つの
エネルギー点でそれぞれ2つの系での分布を比較すると実験誤差の範囲内で一致した。
　以上のことから著者は従来あった相反する2つの解釈のうち後者ラすなわち核融合断面積は複合
核の性質に依存することを明確に示した。次いで著者は圭つい最近に李1松瀬1有馬によって提案
されたところのヲ複合核効果に基づいた「統計的yrast模型」の理論との比較を試み。2つの系につ
いて実測値はこの模型とよく適うことを示した。
審　　査　　の　　要　　旨
　第一部で著者はセシウム伺イオン化電極に工夫を加えたスパッタ式重イオン源を用いラ酸化物ま
たは弗化物の固体ターゲットからラ酸素または弗素のイオンを生成しヨ本来高真空を保って稼働で
きるはずのスパッタ式重イオン源において気体導入を止むなしとしていた従来の方法の欠点を完全
に克服したことは内外にその例を見ない。
　第二部においては核融合反応に関する研究について述べているが、まずイオン源の開発から着手
してこの研究を遂行した姿勢を高く評価するとともに里先見の明を以て実験条件を設定しヲその結
果争従来行われていた相反する解釈の一つであるところのヨ核融合反応は複合核の性質に依存する
ことを確定したことは、今後のこの方面の発展に重要な寄与をなしたといえる。
以上によって著者は実験技術ならびに原子核物理学の双方の見地から，国際的にも高く評価さるべ
き成果を挙げたものと考えられる。
　よってヨ著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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